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元号が平成から令和へ とかわった今年度から、阿品台コミュニティの会長職を

仰せつかりました山口三成です。

阿品台は 12,000人 が住める大型団地として造成されて40年以上経過 しました。一

時期 11,800人 いた人口も少子高齢化の波に乗 り、7,500人程に人口が減少 した団地

となり、更には高齢化率が高 くなり、空き家が多 く見受けられ化 しさを感 じるよう

になりました。

躙

このような状況下で、関日前会長の後任としてあとを継ぐことの責任感の大きさに悩みましたが、誰か

が引き受けなくてはと思い、微力ながら引き受けることを決めました。

静かな瀬戸の海に浮かぶ世界遺産の宮島が眼下に観られ、住環境・教育環境・生活環境が整っているこの

阿品台を、【どのように情報発信 し、子育て世代の転入を増やし地域の活性化を図るか】が大きな課題と

とらえています。しかし、日本全国の市町村が同じ課題をかかえている中、子育て世代の獲得競争にいか

にして勝ち抜くか、行政とともに考え行動に移していきます。

同時に高齢化は願わなくてもやってきます。高齢者社会でのコミュニティのあり方についても同時に進
めていくべきと考えています。私たち親にとっては第二の故郷ですが、子供たちや、孫たちはこの阿品台

が故郷です。この40年間つくりあげてきた阿品台の歴史や文化を子ども達や孫の時代まで継続していきた
いものです。

住みたい街・住み続けたい街は、そこで生活している人同志の相互理解・信頼の中で、暮らしの質を

高めていかなければなりません。そのためには皆さん一人ひとりの協力が必要です。

非常時には、遠くの家族より近くの住民が一番頼りになります。もう一度、各町内会のコミュニケーショ

ンを見直し、多くの笑顔がみられ安心で安全な街にしましょう。

終わりになりますが、阿品台コミュニティも高齢化が進み、何時まで継続できるのか心配する時期にき

ています。地域のために少しでも活動したい方を募集しています。

是非多くの方の参加をお願いしまして、就任あいさつとさせていただきます。

第 67号 (令禾口元年10月 31日 )

阿品台コミュニティ事務局 lTEL39-4338)
阿品台地区人口・世帯数 (令和元年10月 1日 現在)

人口 7,485人 (64人減)男 3,390人 女4,095人

世帯数 3,354世 帯 (32世帯増)・ 高齢化率 39.3%(1.3%増 )

( )内 の数値は平成31年2月 1日 との比較

-1-

高齢イヒ社会 でのコミュニテ ィのあ り方



【阿品台地区自主防災組織】は平成 25年に発足しました。

平成28年度から阿品台自主防災組織会長として早4年、毎年自主防災訓練を行い阿品台住民の災害意識

をたかめる啓発活動を進めてきました。また、旧廿日市 11地区の自主防災組織会で構成されている、【廿日

市自主防災組織連絡協議会】を年4回 開催し、災害発生時、11地 区の自主防災活動がいかに連携し行動をす

べきかなど協議しているところです。

最近発生している自然災害。年々被害が大きくなっているように感じています。何時発生しても不思議で

はないと言われている、南海トラフを震源とする南海地震。地震災害は情報から数秒のうちに発生し、対応

の時間はありません。事前に家具の転倒防止対策や非常食対策を講じておくことが、最大の減災対策です。

広島で発生した三度の大きな豪雨災害。阿品台には河川が無いので洪水災害は発生しませんが、線上降水

帯が阿品台上空に発生した場合大雨となり、【土石流】0【 がけ崩れ】・【地滑り】などの土砂災害が発生します。

大雨情報は数日前にはテレビやスマートフォンなどから情報が入ります。危険だと感じたら、自分で判断し

早めに明るいうちに、大雨になる前に避難しましょう。

阿品台自主防災組織では、【早めの避難で人災0件】を目指して活動していきます。そのためには各町内会

の協力が欠かせません。阿品台は大きな団地で、呼びかけや避難誘導が迅速にできかねます。避難所への避

難誘導は各町内会で行動できる体制づくりが不可欠です。各町内会に自主防災組織を立ち上げ、避難準備情

報が発令されたら各町内会の集会所を開放し、一次避難場所として活用して下さい。安心・安全なまち阿品

台づくりにご協力をお願いします。

圭1仄軋l

顆::

瀞 削

阿品台自主防災組織

会長 山口三成
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騨 理蹴鮮裁鐵
8月 3日 (土)阿品台東小学校グラウンドで第 40回 阿品台夏祭 り記念大会が開催されました。

連 日35℃ を超える猛暑 日が続 く中、午後 5時から集まって くれた子 ども達を対象に「ちびっ子

ジャンケンポン大会」が始まりました。

・   会場の周 りには、各町内会や学校などの屋台が設置され、

んでいました。「ファンファーレ開会式」後、広島響ウインドオーケス トラの演奏、

最後は記念大会特別賞 3本がステージで発表されました。

子ども達が浴衣姿等で着飾って楽 し

盆踊 り、続いて花火が打ち上げられ、

貴
‐
少‐‐‐‐‐‐. 育部

興曇塾讐奉轟毒1静♯筆1華黒い
健康増進 と子ども達とのふれあいを目的に、令和元年 6

月 23日 (日 )に 阿品台東小学校 をスター ト、阿品公園をゴー

ルとする 2.5km(初 級コース)と 4.lkm(チ ャレンジコース)

に総勢 93名 の方が参加 しました。

襦 熙キお

`夢

卜  棒
9月 8日 (日 )炎天下の中、子 ども32名 、大人 29名 、

4チ ーム (役員含む)の参加でした。

状況に応 じてルール変更もありましたが、参加者全員

プレーを楽 しみました。優勝はカープチーム、準優勝は

阿品スカイヤーズ、3位 は4丁 ロキッズチームでした。

-3-

のコメント
つていて、見男性は勿論、女性の方も

いて自然と応援していました。

筈なのに笑顔を見せてくれる人もじ



堀慮量漱切鶉鰊骰
0日 時 :5月 12日 (日 )13:30～ 15:00 0場所 :阿品台市民センター
0ピ〃 演奏者 :宮田みどり ・参加者 :105名 (内子ども達25名 )

今回の宮田みどりさんは阿品台住在で 3年前のワインコンサー トに、

三階堂和美 さんのご主人ガンジーさんと出演頂いています。今回は子

ども達が多 く賑やかなコンサー トとな りました。前半は日本の懐か し

い曲 茶摘み、夏は来ぬ、蛙の合唱と JAZZ等で、後半はオリジナル曲

や会場か らのリクエス トの即興 と多彩な演奏 を楽 しみました。お帰 り

には全員にカーネーションを渡 し日頃の感謝の意を伝えました。

壇六庭製文睫瑾塵幽重仄
～自野江植物公園、門司港のレトロ地区・

武蔵と小次郎の「決闘の地」を訪ねて～
・日時 :5月 13日 (月 ) 0参加者 :88名

予定ではフジの名園、河内藤園を予定 していましたが、5月 12

日で閉園となり白野江植物公園に変更しました。白野江植物公園は

開園当時個人の植物園でしたが、1993年に北九州市が買い取 り整備

しています。門司港では門司駅、九州鉄道記念館などを見学 し武蔵

と小次郎の決闘の地 巌流島へ、現地ではボランティアガイ ドさん

から 3組に分かれ説明を

聞きました。敗れた小次

郎を想う地元の人は小次

郎の流派を取 り、後に巌

流島と呼ぶようになった

との事。昭和 48年 までは

人が住んでいましたが今

は無人島となっています。

・日日寺:7月 1日 (月 )

10:00へ′13:00
・場所 :阿品台市民センター調理実習室
・参加者 :24名

「半夏生にたこを食

す」とは、農家は田

植えが無事終わりま

すようにと神様にた

こを捧げ、それを食

していました。たこ

はタウリンを多 く含み疲労回復に効果があ

ることからの由来とされています。今年 も

魚講座 として 7月 2日 の半夏生の前 日に、

お魚かたリベ 東 邦彦講師を招 き開催 しま

した。生たこの調理の仕方、ゆで方を学び、

たこご飯、刺身、てんぷら、炒め物 と豊富

なメニューに舌鼓を打ちました。

0日 日寺:8月 25日 (日 )13:30-14:50
0場所 :阿品台市民センター ・三味線演奏者 :河野 ひとし
・参加者 :70名 (内子ども達5名 )

河野 さんは広島市 を中

心に活動されています。5

月に大野東市民センター

で演奏され好評との事で、

阿品台で も是非 とお願い

しました。津軽三味線の

弾 き方やテンポによる曲

の違いの説明を受けなが

ら、貝殻節、ソーラン節、

津軽 じょんが ら節などで盛 り上が りました。途中コー

ヒーと手作 リクッキーで休憩を挟み、津軽三味線の力

強い演奏に心打たれた感動的なひと時でした。

・日日寺:9月 10日 (火)10:00-13:00
0場所 :阿品台市民センター調理実習室
・参加者 :23名

広島市内でレス トラン「ビス トロパグ」のシェフ関口

慶三さんを講師に洋風家庭料理講座 を開催 しました。

献立はじゃがいもの冷製スープ、鶏つ くねハンバーダ、

パンナコッタで家庭にある食材で作ることが出来るもの

ばか りで した。

ソース作 りに一

味調味料 を足す

とプロの味に変

身 1魔 法の調理

法を教わ り美味

しくて楽 しいひ

と時でした。
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